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2 0 2 2 年 度  取 手 地 方 広 域 下 水 道 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰

　 令 和 4 年 度 取 手 地 方 広 域 下 水 道 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰 を 受 賞

さ れ た 皆 様 に 、 心 か ら お 祝 い を 申 し 上 げ ま す 。

　 本 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰 制 度 は 、 管 内 建 設 業 者 の 施 工 意 欲 の

向 上 、 技 術 者 の 技 術 力 の 育 成 を 図 り 、 公 共 工 事 の 品 質 確 保 の 促

進 を 目 的 と し て お り 、 今 年 で 6 回 目 と な り ま す 。 受 賞 さ れ た 皆

様 は 、 令 和 3 年 度 の 下 水 道 工 事 に お き ま し て 、 優 秀 な 成 績 で 工

事 を 完 成 さ れ 、 日 頃 か ら の 施 工 技 術 や 管 理 能 力 向 上 に 敬 意 を 表

す る と と も に 緊 急 工 事 に お き ま し て は 迅 速 な 対 応 に 深 く 感 謝 の

意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す 。

　 近 年 、 建 設 業 界 に お か れ ま し て は 、 担 い 手 の 不 足 や 働 き 方 改

革 の 対 応 な ど の 課 題 に 直 面 し て い る 中 、 現 場 で の 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 防 止 対 策 や 、 突 発 的 な 災 害 の 応 急 対 応 な ど 多 種 多 様

な 厳 し い 状 況 が 続 い て い る と こ ろ と 存 じ ま す 。 本 組 合 の 事 業 に

お き ま し て は 、 老 朽 化 に お け る 維 持 管 理 事 業 が 増 加 す る 一 方 、

依 然 と し て 新 規 整 備 が 必 要 な 状 況 で あ り 、 建 設 業 の 皆 様 に 果 た

し て い た だ く 役 割 は 非 常 に 大 き い も の で あ り ま す 。

　 こ の 受 賞 を 契 機 に 、 建 設 業 界 の よ り 一 層 の 発 展 の た め 、 今 後

と も ご 精 進 く だ さ る よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 最 後 に な り ま す が 、 皆 様 の ご 健 勝 と 建 設 業 界 の 益 々 の ご 発 展

を ご 祈 念 申 し 上 げ 、 お 祝 い の 言 葉 と い た し ま す 。

ご あ い さ つ

藤 井 　 信 吾

管 理 者

　 本 日 は 、 皆 様 ご 多 忙 に も か か わ ら ず 、 令 和 4 年 度 取 手 地 方 広

域 下 水 道 組 合 優 秀 建 設 業 者 表 彰 式 に ご 列 席 賜 り ま し て 厚 く 御 礼

を 申 し 上 げ ま す 。

　 こ の た び 、 表 彰 さ せ て い た だ き ま す 皆 様 は 、 本 組 合 が 発 注 す

る 下 水 道 工 事 に お い て 、 誠 実 か つ 高 度 な 技 術 と 適 正 な 工 程 管 理

に よ り 、 優 秀 な 成 績 で 工 事 を 施 工 さ れ ま し た 。 発 注 者 と し て 、

深 く 敬 意 と 謝 意 を 表 す る 次 第 で ご ざ い ま す 。

　 建 設 業 界 に お か れ ま し て は 、 近 年 の 働 き 方 改 革 に 伴 い 長 時 間

労 働 の 是 正 や 週 休 2 日 の 確 保 な ど 山 積 す る 課 題 の 解 決 に 日 々 努

力 さ れ て い る こ と と 存 じ 上 げ ま す 。

　 本 下 水 道 組 合 に お き ま し て は 、 普 及 整 備 は も ち ろ ん の こ と 、

近 年 は 管 路 の 敷 設 替 え 等 の 維 持 管 理 を し な が ら も 、 将 来 に 向 け

た 持 続 可 能 な 事 業 運 営 が 求 め ら れ て お り 、 建 設 業 の 皆 様 の ご 協

力 が 必 要 不 可 欠 で あ り ま す 。

　 今 後 も 引 き 続 き 、 優 れ た 技 術 力 と 豊 富 な 経 験 を 活 か さ れ 、 地

域 に 根 付 い た 優 良 企 業 と し て 、 ご 尽 力 い た だ け ま す よ う 、 心 よ

り お 願 い 申 し 上 げ 、 お 祝 い の 言 葉 と い た し ま す 。

　 本 日 は 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

ご あ い さ つ

小 田 川 　 浩

副 管 理 者

本 社 　 茨 城 県 取 手 市 青 柳 1 2 3 番 地 3

T E L 0 2 9 7 － 7 4 － 5 9 4 4 　 F A X 0 2 9 7 － 7 4 － 0 6 8 8

T O S H I N
東 信 設 備 工 業 株 式 会 社
県 南 水 道 指 定 工 事 店 　 取 手 地 方 広 域 下 水 道 指 定

代 表 取 締 役  工 藤 　 美 智 子
現 場 代 理 人  工 藤 　 行 　 穂

代 表 取 締 役  赤 　 塚 　 　 剛
現 場 代 理 人  前 之 原 　 　 実

茨 城 県 取 手 市 桑 原 5 9 7 番 地

T E L 0 2 9 7 － 7 3 － 2 2 3 1 ㈹ 　 F A X 0 2 9 7 － 7 3 － 2 2 2 0

代 表 取 締 役  福 　 田 　 敦 　 之

特 定 建 設 業

株 式 会 社  赤 塚 土 木 興 業赤 塚 土 木 興 業

茨 城 県 つ く ば み ら い 市 長 渡 呂 2 5 2

T E L 0 2 9 7 － 5 8 － 6 2 1 3 　 F A X 0 2 9 7 － 5 8 － 6 2 6 0

　 取 手 地 方 広 域 下 水 道 組 合 は 1 9 日 、 2 0 2 2 年 度 優 秀 建 設 業 者 表 彰 式 を 挙 行 し た 。 2 1 年 度 完 成 工 事 4 3 件 を

優 秀 建 設 工 事 審 査 委 員 会 が 審 査 。 そ の 結 果 、 本 年 度 は 7 社 （ 9 件 ） が 栄 誉 に 浴 し た 。 式 で は 藤 井 信 吾 管

理 者 と 小 田 川 浩 副 管 理 者 が あ い さ つ に 立 ち 、 受 賞 者 を た た え た 。 そ の 後 、 受 賞 者 を 代 表 し て ㈱ 上 建 の

上 野 照 夫 代 表 取 締 役 が 「 受 賞 は 誠 に 光 栄 な こ と 。 こ れ か ら も 当 社 は 技 術 の 向 上 を 図 り な が ら 、 ラ イ フ

ラ イ ン の 緊 急 工 事 を 最 優 先 業 務 と し て 取 り 組 ん で ま い り た い 」 と 謝 辞 を 献 じ た 。

表 彰 要 綱 第 4 条 第 1 項 該 当 （ 8 件 ） 第 2 項 該 当 （ 1 件 ）

工 事 件 名
2 国 補 第 6 6 － 3 0 5 号  

伊 奈 1 号 幹 線 工 事
2 国 補 第 6 6 － 1 0 5 号  

枝 線 工 事
2 国 補 第 6 6 － 1 0 3 号  

枝 線 工 事
2 国 補 第 6 6 － 1 0 6 号  

北 部 4 号 幹 線 工 事
3 国 補 第 6 6 － 1 0 5 号  

枝 線 工 事
3 国 補 第 6 6 － 3 0 5 号  

枝 線 工 事
3 国 補 第 6 6 － 1 0 4 号  

枝 線 工 事
3 国 補 第 6 6 － 1 0 6 号  

北 部 4 号 幹 線 工 事
3 単 独 第 3 3 － 1 2 4 号  
汚 水 管 緊 急 修 繕 工 事

請 負 者
株 式 会 社 　 赤 塚 土 木 興 業  
代 表 取 締 役 　 赤 塚 　 剛

昭 和 瀝 青 　 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 　 川 井 　 雅 明

株 式 会 社 　 茨 城 光 松 園  
代 表 取 締 役 　 福 田 　 敦 之

上 田 建 設 　 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 　 田 中 　 真 弓

東 信 設 備 工 業 　 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 　 工 藤 　 美 智 子

オ ー ビ ー 建 設 　 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 　 石 塚 　 一 馬

株 式 会 社 　 上 建  
代 表 取 締 役 　 上 野 　 照 夫

上 田 建 設 　 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 　 田 中 　 真 弓

株 式 会 社 　 上 建  
代 表 取 締 役 　 上 野 　 照 夫

現 場 代 理 人 前 之 原 　 実 荒 井 　 佳 弘 福 田 　 孝 弘 佐 藤 　 茂 工 藤 　 行 穂 黒 須 　 通 雄 上 野 　 雄 一 佐 藤 　 茂

工 事 場 所 つ く ば み ら い 市 福 田
取 手 市 新 取 手 二 丁 目 、

三 丁 目
取 手 市 米 ノ 井 、
下 高 井 、 上 高 井

取 手 市 新 取 手 一 丁 目 、
二 丁 目 、 駒 場 三 丁 目

取 手 市 野 々 井 、 ゆ め み 野
一 丁 目 、 駒 場 三 丁 目

つ く ば み ら い 市 市 野 深 取 手 市 米 ノ 井 、 野 々 井
取 手 市 新 取 手 一 丁 目 、

二 丁 目 、 五 丁 目
取 手 市 本 郷 三 丁 目

請 負 金 額 1 0 6, 3 7 0, 0 0 0 円 3 7, 9 5 0, 0 0 0 円 6 2, 9 0 9, 0 0 0 円 3 5, 9 7 0, 0 0 0 円 3 6, 0 8 0, 0 0 0 円 5 7, 6 9 5, 0 0 0 円 5 5, 8 1 4, 0 0 0 円 4 6, 8 1 6, 0 0 0 円 1, 2 3 2, 0 0 0 円

優 秀 な 成 績 で 工 事 を 完 成

特 定 建 設 業

上 田 建 設 株 式 会 社

茨 城 県 取 手 市 井 野 台 5 － 1 1 － 2 0

T E L 0 2 9 7 － 7 2 － 9 8 1 1 　 F A X 0 2 9 7 － 7 3 － 6 3 9 9

代 表 取 締 役  田 　 中 　 真 　 弓

　
同 協 議 会 は 、 水 戸 市 、 日

立 市 、 常 陸 太 田 市 、 ひ た ち　
県 と 県 内

2 1市 町 村 は 、 ２

０ ２ １ ・

2 2年 度 建 設 工 事 ・

建 設 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 等委 託 業 務 の 入 札 参 加 資 格 申請 に つ い て 、 ８ 月 １ 日 ㈪ ～　
常 陸 太 田 市 は 本 年 度 、 幡

町 団 地 １ （ 幡 町 １ ０ ７ ７ ）と 幡 町 団 地 ２ （ 幡 町 １ ０ ７０ ） の 解 体 を 実 施 す る 。 幡町 団 地 ２ は 第 ２ 四 半 期 中 、幡 町 団 地 １ は 第 ３ 四 半 期 中に 工 事 発 注 す る 見 通 し 。 いず れ も ３ カ 月 の 工 期 を 見 込ん で い る 。　
幡 町 団 地 ２ は １ ９ ６ ５ 年

建 築 、 簡 易 耐 火 構 造 平 屋 建

度 と 維 持 管 理 負 担 金 回 収 対象 経 費 の 見 直 し を 求 め る 声が あ っ た た め 、 次 回 の 単 価見 直 し 時 に 見 直 す べ き と ころ は 見 直 す と 条 件 を 付 け てい た 。　
今 回 の 要 望 で は 、 構 成 ９

市 町 村 の 総 意 と し て 見 直 すべ き 案 件 ３ 事 項 を 盛 り 込 んだ 。　
要 望 内 容 は 次 の と お り 。

　
１ ． 維 持 管 理 負 担 金 制 度

の 見 直 し　
県 流 域 下 水 道 事 業 会 計 で

生 じ る 利 益 剰 余 金 の 処 分 につ い て 、 利 益 剰 余 金 の 原 資は 維 持 管 理 負 担 金 で あ る こと か ら 、 減 債 基 金 に 積 み 立て る の で は な く 、 他 県 で の事 例 を 参 考 に 市 町 村 へ の 返還 、 あ る い は 、 維 持 管 理 費用 の 抑 制 を 目 的 に 処 分 す るな ど 、 ２ ０ １ ４ 年 度 決 定 の基 金 の 精 算 同 様 に 、 そ の 精算 方 法 を 明 確 に す る こ と 。　
ま た 、

0 5年 度 決 定 の 二 部

負 担 制 に つ い て 、 市 町 村は 建 設 負 担 金 を 納 入 し て お郵 送 す る こ と （ 当 日 消 印 有効 ）  。　
今 回 、 共 同 受 付 を 実 施 す

る 市 町 村 は 、 水 戸 市 、 石岡 市 、 龍 ケ 崎 市 、 常 陸 太 田市 、 高 萩 市 、 北 茨 城 市 、 鹿嶋 市 、 潮 来 市 、 守 谷 市 、 坂東 市 、 稲 敷 市 、 か す み が う

第 ２ 号 で は 、 工 事 費 ６ ５ ０万 円 を 計 上 し た 。　
和 式 ト イ レ は 現 在 ７ 基 あ

り 、 こ れ ら 全 て を 洋 式 化 する 計 画 。　
そ れ に 伴 い 、 現 在 あ る 洋

式 ト イ レ を ウ ォ シ ュ レ ッ ト 平 団 地 １ の ４ 棟 ８ 戸 （ 延 べ床 面 積 ３ ７ ２ ・ ２ ㎡ ） を 解体 す る 。

な か 市 、 常 陸 大宮 市 、 那 珂 市 、大 洗 町 、 城 里町 、 東 海 村 の ９市 町 村 で 構 成 。　
那 珂 久 慈 流 域

下 水 道 の 維 持 管理 負 担 金 は ５ 年に 一 度 、 単 価 の見 直 し が 行 わ れて お り 、 そ の 際に は 県 と 協 議 会に よ る 協 議 の 場が 設 け ら れ て いる 。　
昨 年 度 の 単 価

見 直 し は 協 議 期間 が 短 く 、 増 額に 対 し 協 議 会 と

し て 同 意 し た も の の 、 構 成団 体 か ら 維 持 管 理 負 担 金 制５ 日 ㈮ ま で 追 加 受 付 を 実 施す る 。　
今 回 の 申 請 は 紙 申 請 の み

の 対 応 と な る 。 申 請 書 類 およ び 確 認 書 類 は 書 留 郵 便 でて 。 本 年 度 は ２ 棟 ８ 戸 （ 延べ 床 面 積 ２ ８ ９ ・ ６ ㎡ ） が対 象 。　
昨 年 度 に つ い て は 、

1 1～

1 5号 の 解 体 を ㈱ 富 永 組 が 施
工 し た 。　

幡 町 団 地 １ は

6 4年 に 建

築 、 Ｗ 造 平 屋 建 て 。 本 年 度８ 棟 （ 延 べ 床 面 積 ２ ５ ７ ・６ ㎡ ） を 対 象 と す る 。 昨 年度 は ㈱ 富 永 組 が ４ 棟 を 解

　
八 千 代 町 は 、 農 村 環 境 改

善 セ ン タ ー （ 菅 谷 ８ ９ ８

－

１ ５ ７ ） の ト イ レ 改 修 工 事を 実 施 す る 。 和 式 ト イ レ を洋 式 化 す る 予 定 で 、 ８ 月 中に も 指 名 競 争 入 札 で 工 事 を発 注 し た い 考 え 。 補 正 予 算 体 。　
そ の ほ か 市 で は 本 年 度 、

㈱ 水 府 工 務 店 が 担 当 し 、 松

り 、 基 本 単 価 の 回 収 対 象 経費 で あ る 減 価 償 却 費 を 維持 管 理 負 担 金 で 回 収 す る こと は 二 重 納 付 と な る こ と から 、 実 水 量 制 （ 単 一 単 価 ）に 改 め る こ と 。　
日 立 市 は 、 山 側 道 路 の 北

伸 機 能 を 有 す る 、 鮎 川 ・ 城南 道 路 の 整 備 を 計 画 。 本 年度 は 事 業 費 と し て 、 委 託 料に １ ６ ４ ２ 万 ３ ０ ０ ０ 円 、公 有 財 産 購 入 費 に ９ ８ ３ １万 ３ ０ ０ ０ 円 を 充 て た 。 建物 な ど の 補 償 や 土 地 評 価 の調 査 算 定 を 行 う と と も に 、整 備 用 地 （ 約 １ 万 ７ ７ ８ ３㎡ ） を 取 得 す る な ど 、 引 き続 き 事 業 を 推 進 。 着 工 時 期な ど 詳 細 に つ い て は 、 今 後検 討 す る 。　
鮎 川 ・ 城 南 道 路 （ 市 道 ３

９ ７ ４ 号 線 ） は 、 市 山 側 の南 北 軸 を 形 成 す る （ 通 称 ）ら 市 、 桜 川 市 、 神 栖 市 、行 方 市 、 鉾 田 市 、 小 美 玉市 、 大 洗 町 、 東 海 村 、 大子 町 、 美 浦 村 。　
８ 月 追 加 受 付 の 入 札 参

加 資 格 者 名 簿 へ の 登 載 期間 は

2 2年

1 0月 １ 日 ～

2 3年

３ 月

3 1日 。 た だ し 、 守 谷

市 は

2 2年

1 0月 １ 日 ～

2 3年

４ 月

3 0日 と な っ て い る 。

　
県 へ の 問 い 合 わ せ は 、

土 木 部 監 理 課 建 設 業 グル ー プ （ 電 話 ０ ２ ９

－ ３

０ １

－ ４ ３ ３ ４ ）  。

　
２
．
維 持 管 理 負 担 金 回 収

対 象 経 費 の 適 正 化 等　
修 繕 費 用 に つ い て 、 予 算

規 模 が 膨 大 で あ り 、 維 持 管理 負 担 金 単 価 の 引 上 げ 要 因と な っ て い る こ と か ら 、 適債 経 費 と 認 め ら れ る も の は建 設 改 良 費 と し て 予 算 計 上す る と と も に 、 予 算 上 の 制約 を 設 け る な ど 、 維 持 管 理負 担 金 回 収 対 象 経 費 の 抑 制を 図 る こ と 。　
ま た 、 一 般 会 計 か ら の 補

助 金 に つ い て 、 企 業 会 計 上の 資 本 費 の 概 念 に 基 づ き 、山 の 手 ル ー ト の 一 部 と な る主 要 な 幹 線 道 路 。 西 成 沢町 （ 日 立 地 区 産 業 支 援 セ ンタ ー 付 近 ） か ら 城 南 町 （ 県立 日 立 工 業 高 等 学 校 付 近 ）間 の 延 長 １ ・ ８ ㎞ に つ い て　
龍 ケ 崎 市 は ２ ０ ２ １ ・

2 2

年 度 入 札 参 加 資 格 申 請 の ８月 追 加 受 付 （ 物 品 製 造 等 ）を 行 う 。 受 付 期 間 は ８ 月 １日 か ら ５ 日 ま で 。　
原 則 郵 送 （ 書 留 又 は 簡 易

　
ニ ュ ー ロ ン グ ㈱ （ 東 京 都

台 東 区 ６

－ ４

－

1 4） は 神 栖

市 に 店 舗 （ 農 機 具 修 理 業 ）を 新 築 す る 。 設 計 と 施 工 は㈱ 住 設 計 工 房 （ 神 栖 市 ） 完成 予 定 日 は ９ 月

1 4日 。

　
建 設 地 は 神 栖 市 知 手 字 太

高 ６ １ １ ４ ほ か で 敷 地 面 積は ９ ９ ３ ・ ６ ㎡ 。 市 道 ７

－

０ ５ １ 号 線 、 ６

－ ０ １ ６ 号

線 沿 い 。　
建 物 の 規 模 は 、 Ｗ 造 （ 一

部 Ｌ Ｓ 複 合 梁 ） 平 屋 建 て 。建 築 面 積 は ２ ４ ３ ・ ８ ５㎡ 。 延 べ 床 面 積 は ２ ２ ５ ・６ ５ ㎡ 。 機 能 付 き に 更 新 す る ほ か 、ト イ レ を 仕 切 る ブ ー ス の 再整 備 な ど も 行 う 。　
建 物 規 模 は Ｒ Ｃ 造 平 屋 建

て 、 延 べ 面 積 は ９ ９ ７ ・ ５６ ㎡ 。　
建 築 年 は １ ９ ９ ６ 年 。 災

害 時 な ど に は 、 指 定 避 難 所と し て も 利 用 さ れ る 。

書 留 ） で 受 け 付 け る 。 名 簿の 有 効 期 間 は

2 2年

1 0月 １ 日

～

2 3年 ３ 月

3 1日 ま で の ６ カ

月 間 。　
提 出 先 お よ び 問 い 合 わ せ

先 は 契 約 検 査 課 （ 〒 ３ ０ １

－ ８ ６ １ １ 、 龍 ケ 崎 市 ３ ７
１ ０ 、 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ７

－

6 0

－ １ ５ ５ １ ） ま で 。
２ 車 線 で 整 備 を 進 め る 。　

並 走 し て い る 国 道 ６ 号 の
渋 滞 緩 和 を 図 る こ と に より 、 利 便 性 や 安 全 性 向 上 につ な が る ほ か 、 災 害 時 の 避難 道 路 と し て も 期 待 さ れて い る 。 計 画 は 延 長 １ ・ ８㎞ 、 幅 員

1 3ｍ （ ２ 車 線 ）  。

区 分 は 第 ４ 種 第 ２ 級 で 、 設計 速 度 が

4 0㎞ ／ ｈ 。

二 部 負 担 制 導 入 時 の 条 件 とさ れ た 資 本 費 の 全 額 回 収 に関 す る ル ー ル を 定 め 、 総 務省 の 定 め る 繰 り 出 し 基 準 に沿 っ て 適 切 な 繰 入 方 法 を 検討 し 、 次 回 単 価 見 直 し 時 に反 映 さ せ る こ と 。　
３
．
単 価 見 直 し の ス ケ

ジ ュ ー ル に つ い て　

2 6年 度 の 単 価 改 定 に 向 け

て 、 前 記 １ お よ び ２ を 十 分に 検 討 し な が ら 、 協 議 会 との 協 議 を 継 続 し 、

2 4年 度 末

を 目 途 に 協 議 を 完 了 さ せ るこ と 。［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

●○○○●○○○●●○○

○○○○○○●○●●○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

●○○○○●●○○○○○●●○○○○○

●○○○○●●○○○○○●●○○○○○

県 内 の 建 設 関 連 情 報

　
那 珂 久 慈 流 域 下 水 道 整 備 推 進 協 議 会 （ 会 長 ・ 大 谷

明 ひ た ち な か 市 長

＝ 写 真 中 央 右

） は

1 5日 、 維 持 管 理

負 担 金 単 価 算 定 見 直 し に 関 す る 要 望 書 を 県 へ 提 出 した 。 当 日 は 大 谷 会 長 ら が 県 庁 を 訪 れ 、 田 村 央 県 土 木部 長 （

写 真 中 央 左

） へ 要 望 書 を 手 渡 し た 。

県 に 9 市 町 村

維 持 管 理負 担 金
 那 珂 久 慈 流 域 下 水 道

単 価 算 定 見 直 し 要 望
県 と

2 1市 町 村 の 共 同 受 付

工 事 や コ ン サ ル 等 参 加 資 格
８ 月 １ 日

か
　

　
ら ５ 日 実 施

２ 四 半 期 以 降 、  順 次 発 注

幡 町 の ２ 団 体 解 体

常 陸 太 田 市

鮎 川  ・  城 南 道 路 整 備 計 画
約

1. 7万 ㎡ 用 地 を 取 得

日 立 市

農 村 環 境セ ン タ ー

 ト イ レ を 洋 式 化

８ 月 中

に
　

　
も
指 名 競 争

八 千 代 町

８ 月 １ 日

か
　

　
ら
受 付

物 品 等 追 加 申 請

《 龍 ケ 崎 市 》

神 栖 で 店 舗 新 築Ｗ 造 延 面 積

2 2 5㎡

ニ ュ ー ロ ン グ


